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鹿
行
南
部
地
域
の
救
急
医
療
の
充
実

議
員　

千
葉
県
の
医
療
機
関
と
の
連
携

強
化
や
二
次
救
急
病
院
の
受
入
れ
体
制

の
充
実
な
ど
、
鹿
行
南
部
地
域
の
救
急

医
療
の
充
実
の
た
め
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

千
葉
県
と
の
連
携
協
力
体
制
の

構
築
や
旭
中
央
病
院
と
の
連
携
強
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、
県
独
自
の
新
た
な

制
度
に
よ
る
非
常
勤
医
師
の
確
保
支
援

や
国
の
事
業
を
活
用
し
た
医
師
派
遣
な

ど
、
鹿
行
南
部
地
域
の
救
急
医
療
体
制

の
充
実
に
取
り
組
む
。

 

高
度
処
理
型
浄
化
槽
の
設
置
促
進

議
員　

北
浦
の
水
質
改
善
の
た
め
、
浄

化
槽
の
整
備
を
中
心
に
生
活
排
水
処
理

対
策
を
強
化
し
て
い
る
が
、
既
存
住
宅

に
お
け
る
高
度
処
理
型
浄
化
槽
へ
の
転

換
を
ど
の
よ
う
に
促
進
し
て
い
く
の
か
。

生
活
環
境
部
長　

広
報
紙
な
ど
に
よ
る

周
知
に
加
え
、
今
年
度
か
ら
一
部
で
実

施
す
る
地
区
集
会
や
戸
別
訪
問
の
取
り

組
み
を
他
の
地
区
へ
広
げ
て
い
く
。
ま

た
、
住
民
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
市
町
村

設
置
型
浄
化
槽
の

導
入
を
市
町
村
へ

働
き
か
け
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
風
評

被
害
か
ら
の
本
格

的
な
復
興
に
向
け

た
観
光
振
興
、
鹿

島
港
の
整
備
な
ど

も
質
問
）

 
運
転
免
許
証
更
新
に
係
る
高
齢
者
講
習

議
員　

高
齢
者
講
習
で
は
、
自
宅
近
く

の
自
動
車
教
習
所
が
定
員
に
達
し
て
し

ま
い
遠
く
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
例
が
発
生
し
て
い
る
。
廃
校
と

な
っ
た
教
習
所
の
再
活
用
な
ど
も
含
め
、

実
施
者
で
あ
る
警
察
本
部
は
受
講
環
境

を
整
え
る
義
務
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

対
策
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
。  

警
察
本
部
長　

教
習
所
の
予
約
状
況
が

分
か
る
よ
う
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
く
。
高
齢
者
に
読
み
や
す
い

講
習
通
知
書
に
見
直
す
。
教
習
所
に
対

し
講
習
枠
の
拡
大
を
働
き
か
け
て
い
く
。

廃
校
と
な
っ
た
教
習
所
の
活
用
に
つ
い

て
は
参
考
に
し
た
い
。

 

高
速
鉄
道
東
京
八
号
線
の
本
県
へ
の
延
伸

議
員　

高
速
鉄
道
東
京
八
号
線（
有
楽

町
線
）の
坂
東
市
、
常
総
市
、
八
千
代
町
、

下
妻
市
な
ど
県
西
地
域
へ
の
延
伸
実
現

に
向
け
て
県
も
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

知
事　

八
潮
か
ら
野
田
市
ま
で
の
区
間

の
事
業
化
の
状
況
や
地
元
で
の
調
整
状

況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
必
要
な
協
力
を

行
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
石
下
駅
中
沼
線
と
筑
西
幹

線
道
路
の
整

備
、
介
護
施

設
で
の
定
住

外
国
人
の
活

用
な
ど
も
質

問
）

錦織　孝一 議員
いばらき自民党
鹿 嶋 市 選 出
一括方式

議
員　

五
月
の
巨
大
竜
巻
に
よ
り
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
地
元
商
店
街
の
早
急

な
復
興
に
は
、
地
元
の
意
向
を
把
握
す

る
と
と
も
に
積
極
的
か
つ
柔
軟
な
国
や

県
の
助
成
制
度
の
活
用
が
重
要
で
あ
る
。

今
後
ど
う
支
援
し
て
い
く
の
か
。

商
工
労
働
部
長　

現
行
の
助
成
制
度
を

最
大
限
活
用
で
き
る
よ
う
協
議
を
進
め

る
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
地
元

の
意
向
を
踏
ま
え
た
北
条
商
店
街
の
復

興
と
活
性
化
に
向
け
、
積
極
的
に
支
援

し
て
い
く
。

 

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
対
策

議
員　

イ
ノ
シ
シ
を
人
里
に
寄
せ
付
け

な
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

地
域
住
民
と
一
緒
に

獣
害
対
策
に
取
り
組
む
「
獣
害
対
策
サ

ポ
ー
タ
ー
」
を
育
成
し
、
そ
の
活
動
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
耕
作
放
棄
地
の

草
刈
り
な
ど
の
環
境
整
備
や
侵
入
防
止

柵
の
設
置
へ
の
補
助
な
ど
を
行
い
、
地

域
住
民
、
市
町
村
、
農
業
関
係
団
体
と

一
丸
と
な
り
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
日
本
一
の
つ
く
ば
芝
の
振

興
、
犬
猫
の

殺
処
分
頭
数

の
減
少
へ
の

取
り
組
み
な

ど
も
質
問
）

 

県
内
市
町
村
の
今
後
の
あ
り
方

議
員　

市
町
村
合
併
推
進
要
綱
で
は
、

本
県
の
市
町
村
数
は
十
七
を
理
想
と
し

て
い
る
。
県
央
地
域
首
長
懇
話
会
の
参

加
市
町
村
が
合
併
す
れ
ば
、
政
令
指
定

都
市
を
目
指
せ
る
規
模
と
な
り
行
財
政

基
盤
を
強
化
で
き
る
が
所
見
は
。 

知
事　

県
央
地
域
に
お
い
て
政
令
指
定

都
市
形
成
の
動
き
が
出
て
く
る
こ
と
は

歓
迎
す
る
。
合
併
を
進
め
る
に
は
市
町

村
が
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
今
後
、
具
体
的
な
動
き
が
出

て
く
れ
ば
精
一
杯
支
援
し
た
い
。

 

茨
城
国
体
の
成
功
に
向
け
た
取
り
組
み

議
員　

本
県
ゆ
か
り
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手

に
、
茨
城
国
体
の
Ｐ
Ｒ
や
選
手
育
成
な

ど
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
体
制
や
、
本

県
に
選
手
を
と
ど
め
る
た
め
の
環
境
づ

く
り
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　

ジ
ュ
ニ
ア
層
の
発
掘
・
育
成

事
業
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
講
師
に

招
致
す
る
。
Ｐ
Ｒ
へ
の
活
用
は
広
報
・

県
民
運
動
専
門
委
員
会
で
、
企
業
団
体

と
の
環
境
づ
く
り
は
競
技
力
向
上
対
策

本
部
で
そ
れ
ぞ
れ
検
討
す
る
。

(

ほ
か
に
、
企
業
立
地
補
助
金
と
保
有

土
地
処
分
、
千
波
湖
と
桜
川
の
浄
化
、

水
戸
北
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
フ
ル
イ
ン

タ
ー
化
な
ど
も
質
問
）

飯田　智男 議員
自民県政クラブ
常 総 市 選 出  
分割方式

加藤　明良 議員
いばらき自民党
水 戸 市 選 出  
分割方式

鈴木　　将 議員
いばらき自民党
つくば市選出  
一括方式

竜
巻
被
害
を
受
け
た
地
元
商
店
街

へ
の
支
援

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た

　

決
算
特
別
委
員
会
は
、
前
年
度
予
算
の
執
行
状
況
が
適
正
か
ど

う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
委
員
会
で
す
。

　

九
月
十
九
日
の
本
会
議
で
選
任
し
た
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
九
月
十
九
日
に
付
託
さ
れ
た
「
平
成

二
十
三
年
度
茨
城
県
公
営
企
業
会
計
決
算
の
認
定
」
及
び
「
平
成

二
十
三
年
度
茨
城
県
公
営
企
業
会
計
に
係
る
利
益
の
処
分
」
に
つ
い
て
、

九
月
二
十
五
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
「
平
成
二
十
三
年
度
茨
城
県
一
般
会
計
及
び
同
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
」
に
つ
い
て
、
閉
会
中
に
委
員
会
を
開
催
し
、
第

四
回
定
例
会
の
会
期
中
の
委
員
会
に
お
い
て
総
括
質
疑
、
採
決
を
行
う

予
定
で
す
。

委
員
長　
　

川
津　
　

隆

副
委
員
長　
　

錦
織　

孝
一

委　
　

員　
　

舘　
　

静
馬

　
　

〃　
　
　

神
達　

岳
志

　
　

〃　
　
　

西
野　
　

一      

　
　

〃　
　
　

星
田　

弘
司      

　
　

〃　
　
　

鈴
木　

定
幸

　
　

〃　
　
　

先
﨑　
　

光 

委　
　

員　
　

横
山　

忠
市

　
　

〃　
　
　

島
田　

幸
三

　
　

〃　
　
　

青
山　

大
人

　
　

〃　
　
　

菅
谷
憲
一
郎

　
　

〃　
　
　

飯
田　

智
男

　
　

〃　
　
　

八
島　

功
男      

　
　

〃　
　
　

戸
井
田
和
之      

 

鹿行南部地域の救急医療の中核を
担う小山記念病院（鹿嶋市）

盛大に開催された「復興盆踊り
&北条市」（つくば市）

高齢者自動車講習の様子

将来目指すべき 17区域の
合併パターン（例）　　　　
（市町村合併推進要綱
平成 12年 12月）　

一般質問（要旨）

９
月
14
日（
金
）

　

錦
に
し
き
お
り織　

　

孝こ
う
い
ち一　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

鈴す
ず
き木　

　
　

将
ま
さ
し　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

飯い
い
だ田　

　

智と
し
お男　

　
　
（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

　

加か
と
う藤　

　

明あ
き
よ
し良　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

９
月
18
日（
火
）

　

下し
も
じ路　

健け
ん
じ
ろ
う

次
郎　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

八や
し
ま島　

　

功い
さ
お男　

　
　
（
公　
　

明　
　

党
）

９
月
18
日（
火
）　

　

神か
ん
だ
つ達　

　

岳た
け
し志　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

設し
だ
ら楽　

詠え

み

こ
美
子　

　
　
（
民　
　

主　
　

党
）

９
月
19
日（
水
）

　

狩か
の
う野　

　

岳た
か
や也　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

石い
し
い井　

　

邦く
に
か
ず一　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

大お
お
う
ち内　

久く

み

こ
美
子　

　
　
（
日
本
共
産
党
）

　

川か
わ
づ津　

　
　

隆
た
か
し　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

●
質
問
者


